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高い蛍光量子収率(~100%)と放射速度定数(~109 s−1)を

示す BSBCz(図 1a)からは極めて低閾値の光励起レーザー

発振(0.09 μJ cm–2)が得られる 1,2。さらに、BSBCz薄膜で

は singlet-triplet annihilationが生じないために、80MHzの

パルス周波数および 30ms のパルス幅(quasi-CW)を用い

てもレーザー発振が可能である 2。しかし、レーザー発

振の持続時間は極めて短時間に限られている 2。本研究

では、BSBCzの励起三重項状態が不安定であるために光

劣化が生じることを見出した。不安定な励起三重項状態

を取り除くためにアントラセン系材料である ADN を

BSBCz薄膜中に導入した。 

BSBCzと ADNの分子構造および励起状態エネルギー

を図 1a に示す。ADN の励起一重項エネルギー(S1)は

BSBCz の励起一重項エネルギー(S1)よりも高いために、

ADNにより BSBCzの励起一重項状態が失活されること

はない。実際に 10wt.%の ADNを BSBCzに導入しても蛍

光量子収率、ASE閾値、OLEDの外部量子効率に大きな

変化は見られなかった。他方、ADNの励起三重項エネルギー(T1)は BSBCzの励起三重項エネルギ

ー(T1と T2)よりも小さいために、BSBCzの不安定な励起三重項状態はADNに効果的に移動する。

このため、10wt.%の ADNの導入により PL半減寿命は 150 sから 3500 sに約 23倍の向上が見ら

れ(図 1b)、さらに、ASE及び OLEDの安定性も向上することを見出した。本手法を用いれば発光

の持続耐久時間が著しく向上するために、OLED や有機レーザーの実用化の際に有意義である。

当日の発表では、BSBCzの光劣化メカニズムについての議論も行う。 
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図 1. (a) BSBCzと ADNの分子構造

と励起状態エネルギー．(b)PL 強度

の経時変化． 
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